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おわりに
教師は、教えるべきことを伝えなければならない一心で、“一方通行”で“教え過ぎ”を

してしまい、かえって逆効果になることがある。各生徒の持っている知識、理解度に応じて、
じっくり思考して記述させる時間を確保したり、各生徒の意見発表や生徒同士による討論を
適宜取り入れたりすることで、学習意欲の向上が図れ、理解が進み、より効果的な授業展開
が期待できる。長文の自由記述や生徒同士による教え合いは、時間がかかり､遠回り感があ
るので、取り組むには躊躇しがちである。しかし、科学的な思考力・表現力の育成のために
は、それらを効果的に授業に取り入れたいものである。
また、そうした活動を授業だけでなく､家庭などでの自主学習において取り組む課題とし

て提案しても良い。探究的な内容が含まれた課題の提示は、学習意欲の高揚や、学習内容の
深化、学習習慣の確立にもつながる。教師は、科学的な思考力・表現力を高める活動に、生
徒自らが生涯にわたって取り組むようになる工夫をしたい｡
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